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はじめに

フランスの教育者モーリス・ドベス（1982）は『教育の段階」の中で「山羊足っ子」というユ

ニークな子ども像を描いている。すなわち、自己主張、混同心性的思考、遊びという特質を持つ

子どもの人格がギリシャ神話の中で登場する牧神を連想させ、「ひづめの足は持っていなくても、

山羊の足から、その生きることへのひたぶるさ、本能、雌邪気な大胆さ、そしてまだほんの身近

なものである土との親密なつながりを受けついでいる」’とドベスは指摘した。子どもは自然を

愛するだけでなく、その中に生き、その中で成長するものである。子どもとlil然との親密さは、

幼児教育で長らく認識され、様々な実践活動を通して確認されてきた。そもそも、ルソーの著書

やフレーベルの実践からみられるように、幼児教育の理念や歴史は子どもを自然に帰すことから

スタートしたものであった。

しかし､近代社会の発展につれ､かつて身近な自然が便利'性や効率性への人間の追求により人々

の生活から遠ざけられ、今都市部には土をあまり目にする機会のない子も少なくない。実際に、

筆者は10年前に中国から日本に来たばかりの頃、コンクリートに覆われてほとんど士の見えな

い都市環境に違和感を覚え、落ち着かない気持ちが長いisj続いたことを記憶している。人間の自

然疎外が人間自身の疎外化をもたらすことが近代社会の古典的な課題として以前から認撤されて

いながらも、自然環境と生活環境の分断が進み、人間の自己疎外が深刻化していることが現状で

ある。そこで幼児期の環境が特に懸念される。何よりも幼児期における自己形成が人生の基盤と

なり、この時期の原体験が後の‘思想形成に大きな影禅を与えるからである。しかし、自然環境の

大切さを十分に認識している保育所や幼稚園でも、近代社会のひずみを避けることができず、自

然とかけ離れた環境の中で活動を展開せざるを得ないところが特に都市部を中心に全国に多く存

在している。また、子どもの受験勉強に熱心な親たちのことも子どもを自然からいっそう離れさ

せている。このような環境が改善されるように、自然体験をしながら、子どもの発逓を幅広くサ

ポートできる保育素材の開発が重要となる。本共同研究では特に原体験の土活動に糊|」し、どろ

遊びができると|司時に、豊かな感触と変化によって子どもに様々な刺激を与える「上粘土」がこ

－13－




















